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社名
旭化成ホームズ株式会社

所在地
〒160-8345 東京都新宿区西新宿1-24-1 エステック情報ビル

設立
昭和47年 （1972年） 11月

資本金／売上高
32.5億円／4,862億円
（平成25年3月期連結）

従業員数
5,589人（平成25年3月末現在・連結）

会社 概要

事業内容

新築請負事業
戸建住宅 「へーベルハウス」
集合住宅 「へーベルメゾン」

リフォーム事業
６０年メンテナンスプログラム
の実行
ライフスタイルの変化に合わせた
暮らしの提案

不動産関連事業
マンション開発 「アトラス」
ストック事業 「ストックへーベルハウス」
宅地開発 「へーベルタウン」



電子マニフェスト使用状況

・平成１２年以降電子化を推進

（紙マニフェストにＥ票が追加）

・平成１９年 資源循環センター設置

・同年 １２月 広域認定取得

（センター受け入れは電子を前提）

・平成２４年新築産廃電子化１００％

住宅建築における廃棄物の特徴

１）小規模の現場が多数存在する。

⇒回収が困難である。

⇒現場内保管に限界がある。

２）少量・多品種の廃棄物

⇒分別管理が容易ではない

⇒再資源化・有価物化には集約が必要

広域認定による現場配送車両を
活用した回収及び自社処理



新築工事における廃棄物処理スキーム

施設の配置



廃棄物回収情報の作成

１．現場で袋についているタグの回収データ（契約番
号、品目、発生分類）を回収ドライバーにて作成

２．集荷場に搬入

３．集荷場で、袋毎の重量を測定

４．重量と回収データを紐付けてクラウド上
のサーバーにアップする。
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電子マニフェスト登録までの流れ
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電子マニフェスト利用のメリット

・管理ソフトの開発費・メンテ費用の削減

⇒携帯端末、重量計測等のソフトを分割

広域認定内業者で共通利用が可能

・廃棄物データの集計・加工の容易性

⇒解体工事等のデータと同様に取り扱い

・処理情報の閲覧、管理の容易性

サブＩＤにより本社管理部門でも閲覧可能

今後の課題

・取扱い可能なデータ件数の増加

⇒一度に登録可能なデータ件数１００件

・検索可能なデータ件数の増加

⇒一度に検索可能なデータ件数５００件



ご清聴有難う御座いました！


